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研究成果のポイント： 
◆オーロラ爆発をシミュレーションで再現し、長年の謎であったその仕組みを明らかにした。 
◆オーロラ爆発は、地球近くの宇宙空間に熱いプラズマが集まり発電作用が強まることでおこる。 
◆今回の研究成果は、オーロラ嵐の全容解明に向けて大きなブレイクスルーになると期待される。 
 
（参考）南極昭和基地の全天カメラが捉えたオーロラ爆発の例。1 分間隔で表示。（提供：国立極地研究所）
  
（上）人工衛星が撮影した宇宙から見たオーロラ爆発。オーロラは常に地球の極を取り囲むよう
に光っている。これをオーロラ・オーバルと呼ぶ。オーロラ・オーバルの一部が突然明るく光り
だし、明るいオーロラが北極方向、そして西向きに拡がる。その先端をサージと呼ぶ。 
（下）シミュレーションで再現したオーロラ爆発。オーロラの突然の増光、西向きに動くサージ
というオーロラ爆発の特徴をシミュレーションで再現することができた。 
 
 
今回の研究で明らかにしたオーロラ爆発の発達過程。左側は北極上空から地球を見下ろした図で、
緑色はオーロラの概略を示す。右側は地球を横から見た図で、黒い線は磁力線を、赤色の領域はプ
ラズマ圧力が高いことを示す。（１）太陽とは反対側（夜側）に大きく引き延された地球の磁力線
が繋ぎ替わり、高緯度地方の上空に熱いプラズマが集まる。（２）熱いプラズマが磁力線まわりに
回転をはじめ、上向きの大電流を急激に作り出す（突然の増光）。（３）明るいオーロラの近くで
電気が余り、プラズマを回転させ上向きの薄い電流を作り出す（サージ）。 
